
 

神奈川県立相原高等学校 

 

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 15日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の課題発見能
力や問題解決能力
を育み、主体的に
学ぶ意欲を高める
ため組織的かつ持
続的な授業改善に
取り組むととも
に、専門性の向上
を図る教育に重点
を置いた教育課程
の編成をめざす。 

②学校行事や生徒会
活動等を充実さ
せ、生徒の主体的
な行動の促進を図
る。 

①ICT利活用を主
題とした組織
的な授業改善
を更に進め、
生徒が主体的
に学ぶ意欲を
高めるととも
に、専門性の
向上を図る教
育に重点を置
いた教育課程
編成の検証を
する。 

②生徒会を中心
とした生徒の
主体的な活動
を支援し、学
校行事の充実
を図る。 

①日常的な授業
見学、年２回
の研究授業を
継続し、ICTの
効果的な活用
による授業改
善を更に進め
る。また、新
教育課程の生
徒が入学し、
新カリキュラ
ムの検討を続
ける。 

②体育祭、文化
祭、球技大会
において安全
を第一に運営
し、生徒が最
大限活動でき
るよう支援す
る。 

①ICT 利活用によ
る 授 業 を 実 施
し、年 2 回の研
究授業・公開授
業を行うことが
できたか。研究
協議により、授
業改善を進める
こ と が で き た
か。また授業評
価の分析や教科
ごとの研究協議
を行うことがで
きたか。 

②アンケート等を
実施し、生徒の
大半が学校行事
について満足で
あるという回答
を得ることがで
きたか。 

①年2回の公開授業期間を
設け、各教科にて授業
見学や研究授業・協議
を行った。生徒による
授業評価の結果を分析
しより良い授業づくり
を進めた。また、一人
一台端末やインタラク
ティブ電子黒板を活用
し、多くの職員がICTの
利活用に取り組むこと
ができた。 

 新カリキュラムの検討
を進め、令和6年度完成
に向け協議を進めた。 

②コロナ禍での体育祭応
援ダンスや文化祭一般
入場制限緩和につい
て、情勢を鑑みつつ生
徒の意見を取り入れ実
施したことで、生徒が
主体的に活動し満足の
いく学校行事にするこ
とができた。 

①効果的な授業改善方法の検
討や実施の工夫、環境を整
える必要がある。継続して
組織的な授業改善に取り組
む。 

 授業改善を進め、生徒によ
る授業評価の結果から授業
の工夫・改善・分析を行い
たい。 

②学校行事の制限がまだまだ
続く中、体育祭での活気あ
る声援や接触が伴う種目の
実施、そして文化祭での調
理販売活動など、コロナ以
前の賑わいがこの３年間実
施できていないので、生徒
の気持ちを汲み取り少しず
つでも取り戻す努力を継続
し、来年度以降さらにより
満足のいく学校行事となる
よう改善していきたい。 

①小学校でもＩＣ
Ｔの利活用が進
んでいて、タイ
ピング技術も上
が っ て き て い
る。そういう児
童が高校生にな
っていくことを
踏まえて教育内
容を検討してい
けるとよい。 

②コロナも落ち着
きつつあり、学
校行事等も戻っ
てきている。特
に学校行事につ
いては、地域も
参加できること
を 期 待 し て い
る。 

①組織的な授業改
善への取組の成
果が生徒による
授業評価の結果
に現れてきてい
る。一人一台端
末の活用による
個々の学びの充
実に向けて、さ
らに効果的な活
用方法について
検 討 を 進 め た
い。 

②これまでの学校
行事のやり方に
感染症対策を考
慮して、安全な
学校行事を実施
することができ
た。さらに生徒
主体の学校行事
に取り組んでい
きたい。 

①生徒の学びを深
めるため一人一
台端末を活用す
る方法をさらに
模索し、研修会
等により学校全
体で共有するこ
とを通して、授
業 改 善 し て い
く。 

 新学習指導要領
完成年度に向け
て、カリキュラ
ムの精選、時間
割作成の準備を
進める。 

②生徒会を中心と
した生徒主体の
行事の本格的な
実施に向けて、
支援の体制を整
える。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①安心・安全な学校
生活を送るための
支援体制、指導体
制を確立し、豊か
な人間性や社会性
を備えた人材を育
成する。 

②専門学科の特性に
由来する部活動を
含め、教育活動に
おける部活動の取
組を支援する。 

①登下校中の交
通安全も含め
た安全・安心
な学校生活、
あるいは専門
高校生として
望ましい生活
態度や身だし
なみに関する
指導を行う。 

②専門的知識・
技術を指導す
るとともに、
生徒理解を深
め、生徒が充
実した部活動
を行うことが
できるよう支
援する。 

①定期的な交通
安全指導や身
だ し な み 指
導、講話等を
とおし、生徒
の社会性の育
成をはかる。 

②生徒を理解し
専門性を高め
る支援を行う
ことで、部活
動加入率とと
もに、途中退
部することな
く活動を継続
する生徒を維
持する。 

①交通安全指導や
身 だ し な み 指
導、あるいは各
種講話が効果的
であったか。 

②支援により部活
動加入率の維持
および部活動を
継続する生徒数
を 維 持 で き た
か。 

①学校周辺で自転車等の
交通安全指導を定期的
に実施し、通学時の交
通マナー順守と交通安
全の推進に努めた。ま
た、月１～２回の昇降
口指導等により、生徒
の身だしなみについて
の意識を向上させた。 

②文化部204名の加入は前
年度と同数であるが、
運動部は 172 名が加入
し、 48 名の増となっ
た。顧問やインストラ
クターによる専門的な
指導が実施できている
部が多く、今後も部活
動活性化の支援を行っ
ていきたい。 

①学校周辺で自転車等の交通
安全指導と通学路使用の徹
底とさらなる通学時の交通
マナー順守に努める。 

②部員数増加により、活動の
場所や物品の支援をさらに
充実していくことが必要で
あるとともに、専門的に指
導できる顧問やインストラ
クターがいない部活動を支
援することが課題であり、
地域からの協力を得ながら
改善していきたい。 

①相模原は自転車
の事故の多い地
域ということだ
が、４月からヘ
ルメット着用が
努力義務となる
ことから、ヘル
メットの着用を
含めて交通安全
指導が必要とな
る。 

 工業団団地を通
らないよう通学
路を定めている
とのことだが、
安 全 の た め に
は、通学路指導
はとても大切で
ある。 

①交通安全指導、
身だしなみ指導
など生徒の学校
生活に関わる指
導を実施し、啓
発に努めた。交
通事故防止に向
けて取り組んで
いきたい。 

②部活動への加入
人数も増加や新
たな部活動の創
設など、部活動
が活性化して生
きている。各部
活動の活動場所
の確保、調整を
進め、さらに活
動の支援を進め
ていきたい。 

①交通事故ゼロを
目 指 し 、 教 職
員、保護者、生
徒、外部機関で
協働し、啓発活
動を行う。 

 また自転車の乗
車マナーの向上
の た め の 指 導
を、外部機関の
活用を含めて検
討する。  

②部活動の加入率
とともに、継続
率の維持に向け
て、必要に応じ
て活動の仕方等
の 見 直 し を 行
う。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 15日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

夢と活力ある産業
人材の育成に向け
て、専門高等学校
の特性を生かし基
礎的な知識や技能
を体得して、社会
的・職業的に自立
する人物の育成を
図る。 

①農商併置校と
しての特性を
生かし、イン
ターンシップ
や農業体験を
通じ知識や技
能の体得、進
路への活用を
目指す。 

②学年毎に適し
たガイダンス
等の実施によ
り進路への意
識 を 向 上 さ
せ、進学や就
職に見合う基
礎学力やマナ
ーの定着を図
る。 

①本校の特性や
生徒のキャリ
アデザインに
即した、イン
ターンシップ
や農業体験を
周知し参加を
促す。 

②ガイダンスや
説明会等を多
様な分野で実
施するととも
に、キャリア
パスポートの
活用により、
生徒の進路意
識を向上、視
野の拡張を促
す。 

①就職希望者はイ
ンターンシップ
や校内のガイダ
ンスに参加する
ことができた
か。また、農業
体験参加生徒に
とって、進路選
択に有効であっ
たか。 

②進路への意識向
上により、進路
室の利用が活性
化したか。生徒
の挨拶やマナー
の意識は向上し
たか。キャリア
パスポートは活
用できたか。 

①インターンシップへの参
加を呼び掛け、希望生徒
は夏季休業中に参加し、
自身の進路に向き合うこ
とができた。３学年就職
希望生徒は校内ガイダン
スに参加、企業見学を通
し、企業への理解を深め
採用選考に臨むことがで
きた。 

②ＨＲ教室への進路関係書
籍の配置や掲示物によ
り、進路意識の向上が見
られ、進路室の利用が活
性化した。各学期の始ま
りと終わりに生徒のキャ
リアパスポート記入時間
を確保し、生徒自身の振
り返りに活用した。 

①インターンシップへの参加
は生徒が自身の進路や適性
を考えるための体験とな
る。来年以降も希望者が参
加できるよう体制を整えた
い。 

②生徒の進路希望調査の結果
や進路指導室の利用状況、
更にこれまでに蓄積した資
料の整理分析を進め、進路
ガイダンスや講話等の実施
方法や時期をなど見直し、
検討に努めたい。 

①進路状況を見ると
自分の進路を考え
ているようだ。貧
困家庭が増えてお
り、奨学金につい
てもあまり理解さ
れておらず、生活
費にしている家庭
もあることから、
計画的に進学する
ことの意味を含め
て、生徒自身はも
ちろん家庭でも考
える必要がある。 

②高校入学前に、指
定校推薦などの具
体的なところがわ
かるとよい。 

①３学年の就職希
望生徒向けのガ
イダンスを実施
し、採用選考に
向けた対策を充
実させることが
できた。インタ
ーンシップへの
参加に向けた体
制の整備を図
り、生徒の参加
を促していきた
い。 

②キャリアパスポ
ートへの取組が
定着してきてい
る。さらに活用
を進めたい。 

①インターンシップ
の意義や効果など
を早い段階から丁
寧に説明するな
ど、より多くの生
徒が参加すること
により、将来のキ
ャリアを考えられ
るように進める。 

②キャリアパスポー
トに取り組む意義
など生徒の理解を
深めさせるととも
に、進路活動への
具体的な活用につ
いて検討を深め
る。 

４ 地域等との協働 

①地域に根ざした
様々な産業との
連携を重視した
教育に取り組む
とともに、産業
社会に役立ち産
業社会の発展に
寄与する人材を
育む。 

②地域に信頼され
る学校づくりを
推進する。 

①地域社会との
連携を図り、
専門性をいか
して地域に貢
献する人材を
育む教育を推
進する。 

②地域と協働す
る場を設け、
地域社会と学
校が協力でき
る環境を整備
する。 

 
 

①地域の現状を
知 る と と も
に、地域社会
に貢献してい
くための連携
事業を行う。 

②本校の取組を
地域に発信す
るとともに、
地域社会と協
働できる場を
活用する。 

 
 

①地域社会と連携
事業を行えた
か。 

②地域社会と協働
する場を設ける
ことができた
か。 

①畜産科学科、環境緑地科
を中心に隣接する協同病
院と動物ふれあいや門松
装飾等の連携を進めた。
食品科学科が地元小学生
への酒饅頭づくり、パン
づくり体験を行った。 

 総合ビジネス科では、地
元商店街と連携し、商店
街の課題について解決策
を研究し、提案・実行し
た。 

②学校説明会、体験入学等
で本校の取組を発信する
とともに、中学校の進路
学習会に参加した。 

 

①本校の特色を生かした事業
が行えるようになってき
た。地域に必要とされる事
業や地域に貢献できる事業
を模索し、発展、継続的に
行っていきたい。 

②中学生とその保護者に対し
ての情報発信の場は提供で
きたが、地域社会に対して
どのように情報を発信する
のかが課題となった。いく
つかのメディアに本校の取
組が取り上げられので、一
層の活用とともに地域社会
との協働の場を設けていき
たい。 

①地域との連携とし
て酒饅頭づくり、
パン作り、クリス
マスツリーの共同
作成、動物とのふ
れあい体験など大
変好評であった。
今後も合同のピン
クシャツウィーク
への取組など連携
を深めていけると
よい。 

②高校との連携のた
め、教員も学校見
学をお願いした
い。 

①地域との連協行
事が再開できる
ようになり、実
施した行事は大
変好評であっ
た。地域からの
要望も多いた
め、地域に貢献
できる事業の実
施を検討してい
きたい。 

②様々な方法で情
報発信を行うこ
とができた。さ
らに発信の内容
方法を精選した
い。 

①これまで連携して
きた協同病院や商
店街との事業を発
展させるととも
に、新たな協働先
を開拓して事業展
開につなげられる
よう検討する。 

②地域や中学生に向
けた情報発信につ
いて、ホームペー
ジの更新の頻度を
高めることが課題
である。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教員の働き方改
革を推進するた
め、組織的な学
校運営と校務の
効率化を図ると
ともに、一層の
事故防止に努め
る。 

②教育環境の整備
や学校防災の取
組 に よ り 、 生
徒・保護者・地
域との信頼関係
を構築する。 

①教員のはたら
き方改革推進
の観点から、
各種視聴覚・
情報関連の設
備や機器が整
備され、その
利活用に関す
る研修会等を
計画的に実施
する。 

②防災備蓄品の
整備と災害発
生時に対応出
来る防災教育
を計画し、教
育環境の整備
等を行う。 

 

①ICT機器の利活
用に関する研
修 会 を 実 施
し、全教員が
授業等で機器
のより有効な
利用ができる
ようになるこ
とを目指す。 

②防災備蓄品の
整備を行い、
職員と情報を
共有する。地
震と火災を想
定した防災訓
練を計画し、
校内美化に努
める。 

 

①ロイロノート等
の研修会を学期
に１回以上実施
する。その成果
として、クロム
ブックの貸出件
数が月間で 100
件以上になった
か。 

②防災備蓄品の整
備と情報共有が
図れたか。計画
的な防災訓練の
実施が出来た
か。また、校内
美化を推進する
ことが出来た
か。 

 

➀ロイロノートの研修会は
１学期に１回実施したの
みになっている。 
クロムブックの教職員へ
の貸出件数は、10 月 92
件、11 月 117 件、12 月
88 件、1 月 92 件であっ
た。生徒への件数を加え
ると目標を達成したとい
える。 

②校内安全管理マニュアル
と防災マニュアルを含め
た危機管理マニュアルを
作成して職員に情報共有
を図った。防災訓練も年
２回実施した。掃除用品
の購入と更新も行い、校
内清掃も定期的に実施し
て校内美化を推進した。 

➀ICT 機器の研修会を増や
す。教員のリテラシーに大
きな幅があるため、研修の
レベルの設定が難しい。 
現状として、クロームブッ
クの貸出件数が示すよう
に、多くの授業で ICT機器
が利用されている。さらに
有効な活用ができるような
研修会の実施を検討してい
きたい。 

②防災備蓄品については、毎
年の整備と更新の必要があ
る。防災計画においても、
毎年の見直しが必要であ
り、特に地域との連携を模
索したい。 
衛生用品や清掃用品など引
き続き更新していきたい。 

①国はデジタル人材
の育成に力を入れ
ている。一人一台
端末を活用して、
さらに ICT の利活
用を進めていける
とよい。端末の管
理についても整備
が必要になる。 

②東日本大震災から
12 年 が 経 過 し
た。防災意識が薄
れないようにして
いくことが必要で
ある。 

①ICT 機器の利活
用が教員の働き
方改革につなが
っているかの検
証をさらに行
い、効果的な活
用方法や研修会
の開催について
さらに検討を深
めたい。 

②防災備蓄品につ
いては年度での
更新を実施する
ことができた。
地域と連携した
防災計画の立案
が課題である。 

①教員の ICT 利活用
能力に応じた研修
会の実施により、
教員全体のリテラ
シーの向上と、教
材の共有による働
き方改革につなげ
ることが課題であ
る。 

②学校運営協議会な
どを活用し、地域
と連携した防災計
画を立案する。 


